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細菌のnon-coding small RNA（sRNA）について
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細菌は環境の変化を菌体表層物質で感知しそのシグナ

ルが細胞内に伝わり，必要な遺伝子発現がおき，環境の

変化に対応していく．この遺伝子発現の調節にタンパク

質が重要視されてきたが，近年，真核細胞と同様に細菌

においてもnon−coding small RNA（sRNA）が遺伝子発

現調節に重要であることがわかってきた．細菌において

sRNAは翻訳時にmRNAとbase−paireを形成し翻訳を促進

したり，阻害したりしている．また，sRNAは翻訳に必

要なタンパク質と結合し翻訳を調節することもある．前

者の例としてはEscherichi coliのDsrA，RprA，OxyRや

Staphylococcus aureus の RNA III等が知られている

（１，２）．また，後者の例としてはE. coliのCsrBとCsrCが

知られている（３）．

DsrA，RprA，OxyRはE. coliのrpoSのmRNAの翻訳を

調節している．RpoSはstationary phaseの遺伝子発現に必

要なシグマ因子であり，低温，Osmotic shock，細胞表

層ストレス時の遺伝子発現にも関与する重要なシグマ因

子である．RpoSがRNAポリメラーゼに結合することで

多くの遺伝子の転写が開始されることより，ストリンジ

ェント応答遺伝子の発現において非常に重要な因子であ

る．DsrAとRPrAは低温，Osmotic shock, Cell surface

stress下でrpoSのmRNAの翻訳を促進し，また，DsrAは

低温，Osmotic shock下でHNS（a global regulator of gene

expression）のmRNAの翻訳を阻害する．OxySはOxida-

tive stress下でrpoSのmRNAとFIlA（a transcriptional acti-

vator）のmRNAの翻訳を阻害する．

RNAIIIはS. aureusの種々の毒素発現において重要な役

割をしている．外部シグナルをAgrC（signal transducer）

とAgrA（respons regulator）にて感知し，arg系（acces-

sory gene regulator）の遺伝子が転写される．この転写に

よりRNAIIIも産生される．RNAIIIは δ − hemolysinの

mRNAとして働くだけではなく，Rot（repressor of tox-

ins）のmRNAの翻訳を阻害する．RotはS. aureusの主要

なvirulence factorであるTSST－１，Enterotoxin，Hemo-

lysin等の産生を阻害している．このRotによる毒素産生

の阻害がRNAIIIにより解除されることより，S. aureusは

病原性を発揮することになる．

CsrBとCsrCはE. coliにおいてglg C（glycogen biosyn-

thetic enzymeの遺伝子）等の翻訳のnegative reglulatorで

あるCsrA（Carbon Storage Regulator）タンパク質と結合

し，翻訳を促進させる（３）．

この様にE. coliやS. aureusにおいてsRNAが翻訳の促

進や阻害に関与していることが解明されつつあるが，他

の病原細菌や口腔細菌のsRNAと遺伝子発現との関連性

についての解明は進んでいない．口腔内では非常に多く

の菌種がバイオフィルムを形成し，環境因子の変化も多

い環境で生息していることより，それらに適応するため

にsRNAも関与した遺伝子発現調節をしているものと推

察される．これらの遺伝子発現調節の細部が明になるこ

とにより，病原因子発現の抑制や代謝の抑制などを人為

的にコントロールし，病原菌による感染症の予防および

治療への寄与が期待されている．
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